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　　John　OkadaとNo－No　Boy
一日系米人によって書かれた初めての本格的小説一
瞬　口　博　一
《ジョン・オカダ》
『ノー・ノー・ボーイ』はジョン・オカダがこの世に残したたった一つの
小説である。初めて日系米人によって書かれた本格的小説というに止まら
ず，同時代のアメリカ文学の一分野を代表する傑作として，アメリカにお
いても日本においても，もっと高い評価を受けてよい作品である。1957年
東京のチャールズ・E・タトル社で出版されて以来，一部の高著の間以外
であまり関心を呼ぶこともなかったが，アメリカの西海岸を中心とするア
ジア系米人の文学活動が盛んになるにつれて，『ノー・ノー・ボーイ』は
そのグループの生み出した最高傑作の一つとして，今では古典的地位をめ
ている。
　黒人文学がアメリカ文学の中でその確固たる地位をしめているように，
アジア系米人による文学もそれ相応の扱いを受けるべきだという文学運動
の一環として，この小説もたんなるアジア系米人の二世文学という特殊な
範ちゅうでとらえられるべきでなく，同時代のアメリカ文学の一分野にお
ける一つの到達点として高く評価されるべきだという再評価運動は今も盛
んである。日本との関連においていえば，この作品の持つ文学としての質
の高さからも，ましてその質を高めているものが，日系一世を通して得た
日本的思考と生まれ育ったアメリカを通して得たアメリカ的思考の間で板
ばさみになってついに徴兵を拒否した日系二世の苦悩の叫びであるとすれ
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ば，日本においてももっと広い関心がよせられてしかるべきだと思う。
　小説の題名のノー・ノー・ボーイというのは，何かわかるようでよくそ
の意味がわからないであろうが，第二次大戦で米軍から徴兵されて，それ
を拒否（ノー・ノー）し投獄された日系米人（主に二世）を指す呼び名で
あった。作者のジョン・オカダはこの小説の題名に反して第二次大戦に参
加したアメリカ空軍のべテラソである。彼は1923年，広島県からの移民で
あったブレッド・オカダの次男としてワシγトソ州のシャトルに生まれ，
そこで育っている（ノー・ノー・ボーイの舞台もシャトルである）。ワシ
ントン大学で英文学と図書館学の両方で学士号を得た後，コロンビア大学
の大学院で英文学で修士号を得ている。第二次大戦中，両親はアイダホの
日本人キャンプに収容されていた時，彼はアメリカ空軍に加わって戦った。
戦後はシャトルの市立図書館でライブラリアンとして働き，のちデトロイ
トに移住して機械関係の案内書を書く仕事にたつさわったが47歳の若さで
心臓麻痺のため死亡している。『ノー・ノー・ボーイ』に，アジア系米人
から予期しただけの反応が得られず，失意のうちの死であった。ジョン・
オカダにはもう一冊の小説が期待できた。1956年2．月14日のチャールズ・
E・タトル宛の手紙で，彼は日系一世を主人公にした（『ノー・ノー・ボ
ーイ』は日系二世が主人公である）小説を執筆中であることを報じている。
残念なことに，この小説の原稿は妻ドロシーの手によって焼き捨てられた。
U．C．　L。　A．の日米機関に彼の書いた小説，覚え書，その他を寄贈しよう
として，当時無名であったジョン・オカダの作品に興味をしめさなかった
日米機関に，それを拒絶されて，失望のあまりの処置であった。
　ジョン・オカダの短い生涯をふり帰ってみて，特に彼を『ノー・ノー・
ボーイ』のようなはげしい創作にかりたてる動機は見当らない。妻ドロシ
ーの手に奇蹟的に残されていた33歳の時の彼の覚え書（わずか20数行のも
のにすぎない）にも，自分を「自分の妻にこの上なく献身的で，5歳にな
　38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　John　OkadaとNo－No　Boy
る息子と6歳になったばかりの娘に恵まれて，本当に幸せな夫」としてい
る。彼の学校時代の印象を弟のフランク・オカダは，筆者に「大変真面目
で，親に迷惑をかけない，学科のよくできる優等生」と話してくれた。全
体に長じてもジョンの雰囲気には，職務に忠実な家庭を愛する典型的なサ
ラリーマンのおもむきがある。
　もちろん彼は幼ないころから文学を好み，大学と大学院の専攻は英文学
であった。又，彼がハイスクール時代作文（creative　writin9）を得意と
したことは，シャトル市民図書館で彼の上司であったドリス・ミッチェル
によって語られている。本人も覚え書の中で「家族についで，いやそれに
もまけず重要なものは，私個人の創作である」といっている。また自分の
家系にもふれて「私の家系はまったく変っている」といっているのは，彼
の他の男の兄弟が芸術や技術の方面ですぐれた天分を発揮して生計を立て
ていることを指すのだろう。ただ彼の生真面目で慎重な性格を考えれば，
文学愛好家にとどまって，身辺の雑事を書きとめることで満足していたと
してもそうおかしくはない気もする。『ノー・ノー・ボーイ』のような厳
しく自己に問いかける作品を書くことに踏み切らせたのは，やはり何かそ
れ相応のぎつかけがあったはずである。それは彼が日系米人，それも二世
であったからにほかならない。その彼の特異な立場に加えて，謹厳である
だけに不正や中途半端な妥協を許さない彼の性格が大きく影響している。
次の覚え書の中の文は，この本の後書でFrank　Chinも指適している通り
重要である。
　　Ihave　been　endowed　with　a　large　capacity　for　normalcy　than　more
　peOPle．（下線は筆者）
　彼の天分ともいうべき「平衡感覚」が，彼の日系二世という立場が引き
起す数々の矛盾に目を閉ざすことを許さなかったであろう。彼の豊かだが，
どちらかといえぽ控え目な天分・はそれらによって大きく触発されたことで
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あろう。
《二世》
　25歳の誕生日から2週間たって，2年の日本人キャンプの生活と，兵役
拒否によるさらに2年目投獄生活を終えて，主人公Ichiroが故郷シャト
ルの町に第一歩を踏み入れるところがらこの小説は始まる。帰宅途中に会
ったEtoからノー・ノー・ボーイであったことで恥ずかしめをうけた後で
たどりついた我が家に待つ父母は，彼とは異なった世界に住む人達だった。
日系二世（以下二世と書く）の苦しみは，まずIchiroと同様人種として
差別される前に親子の断絶があることであった。本来日系一世（以下一世
と書く）がアメリカに来たのは，一生懸命働らいて金を儲けて故郷に錦を
かざることで，アメリカの地に永住することではなかった。自分達だけの
社会を作り，かたことの英語しか話さず，子供達は自分達が育てれば日本
人の子として立派に育つと信じていた。それにおかまいなしに二世は英語
を母国語とし，アメリカ人の子と同じように教育を受けて，同じ遊びや流
行を通してすっかりアメリカ的価値観を持つようになる。結果として二世
は，アメリカにいても日本人であることをかえようとしない一世を憎むよ
うになり，よリアメリカ人的でありたいと願うようになる。両老の溝は，＝：
世が成長してくるのにつれて深まっていくばかりである。この小説に見ら
れるIchiroの母は，さらに強烈で，第二次大戦が終った後でもまだ日本
の勝利を信じ，いっさい日本に不利な情報はアメリカの宣伝にすぎないと
受けつけない。日本の身内から敗戦後の物資不足をうったえて，食料品や
衣類を少しでも送ってくれるよう依頼の手紙がくると，アメリカの宣伝活
動もそこまで手をまわすようになったかとますます警戒心を強める。Ichi・
roがアメリカの漫画を読み音楽やラジオ番組に耳を傾けるのを好まず，
日本に帰った時有利であるように学歴をつけることだけ求める。実際に一
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世のこのような母親も実在したことであろう。Ichiroが母に心の中で呼び
かける次の一節は，一世と二世の親子関係をよく表している。
　　How　is　one　to　talk　to　a　woman，　a　mather　who　is　also　a　stranger　be－
　cause　the　son　does　not　know　who　or　what　she　is？
　　Tell　me，　Mother，　who　are　you？What　it　is　to　be　a　Japanese？
　　There　must　have　been　a　time　when　you　were　a　little　gir1．　You　never
　told　me　about　those　things．　Tell　me　now　so　that　I　can　begin　to　under－
　stand．
　他に二世であることの苦しみは，白人から“ジャップ”とさげすまれて
低賃金で悪い労働条件に絶えなければならないことはもちろんである。だ
がそれ以上につらいことは，他国からの移住民同志の軽蔑と憎悪のしあい
と，二世間のどちらがよリアメリカナイズされているかの見栄の張り合
いである。Ichiroの母と意気投合しているMrs．　Ashidaは，彼女を狂信
者あつかいにする　Mr．　Okamotoを指して‘‘He　is　no　better　than　a
Chinaman・”（下線は筆者）とやっつける。　Ichiroに対する第二次大戦に
参戦した二世達の軽蔑は，自分達がよリアメリカの社会に受け入れられる
有利な条件をととのえたことによる優越感の裏返しであろう。
　ところで，このような条件と矛盾するようだが，アメリカは豊かで心広
く誰れでも受け入れてくれる大国である。実際二世は先にのべたような悪
条件も特別な場合をのぞいてさほど意識することもなくのびのびと育った
であろう。アメリカ人と同じように教育を受け，同じように流行を追い，
同じように英語を話して，彼等は自分達をアメリカ人と同じだと信じるよ
うになる。そしてある日突然にアメリカ人ではないことをいやおうなしに
知らされる。皮ふの色がちがうたったそれだけでだ。この差は何をもって
してもうめようもない。それでは彼等は皮膚の色や外観が示すように日本
人だろうか。もちろんそうではない。日本人であれば，一世との間にこう
も深い溝ができることもなかろう。他の移民に対しても，日本人であるこ
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とが歴然としていれば，それ以上優越感をもとうとしないであろう。まし
て日本人である仲間同志でどちらがよリアメリカ人的かなど珍妙なレース
が展開されることもあるまい。二世の悲劇は実にこのよって立つもののな
い一アメリカ人でも，日本人でもない一ところに起因している。Ichiroは
自己の立場と，それを作り出したものを呪って，次のように怒りの声をぶ
ちまける。
　　‘‘…Iam　not　Japanese　and　I　am　not　American．…Iwish　with　all　my
　heart　that　I　were　Japanese　or　that　I　were　American．　I　am　neither　and
　Iblame　you　and　I　blame　myself　and　I　blame　the　world　which　is　made
up　of　many　countries，　which　fight　with　each　other　and　kill　and　hate
　and　destory　again　and　again　and　again．”
　このIchiroの怒りの深さは，二世という存在を作り出しているものへ
の憎しみの深さと比例する。二世は厳然として存在するのであって，それ
自体何人の非難や軽蔑の的になるべきものではない。何んの理由もないの
にそのような偏見を引き出してくる人間こそ，そしてそのような人間にい
やでもそのような偏見をうえつける国家というものの存在こそ呪われるべ
きである。二世であったジョン・オカダはIchiroを通して，二世は二世
としてあるがままに，数は少くとも崇高な存在としてアメリカ社会に受け
入れられることを主張しているのであろう。それにしても，アメリカ社会
が，現在急速に作者の主張に近づきつつあるのを見たら，作者はどのよう
な思いにかられるだろうか。
《lchiroの徴兵拒否》
　ところで前章でものべたように，アメリカ人でも日本人でもない二世で
あれば当然の態度とも思えるが，Ichiroはどうして徴兵を拒否したのだろ
うか。この間はこの作品の中でいろいろ形をかえて提起されている。作中
でもIchiroが法門で徴兵を拒杏した際，他の仲間の徴兵を拒否した理由
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にもふれているが，今筆者の手もとにあるThe　Internationa1　Examiner
誌の二世の徴兵拒否に関する記事からも補足して，それらをまとめてみる。
ノー・ノー・ボーイの総数は100人を越えたそうだが，その理由をまとめ
ると以下のようになる。徴兵拒否に当っては，以下の理由のいくつかを個
人で兼ねるケースが多かっただろう。又どの理由もその根底に大な：り少な
り存在したかもしれない“命おしさ”は表面に出てくる理由ではないから，
ここではふれない。
　。日系米人をキャンプに強制収容し，その私財を没収したから。
　。同じアメリカの敵国からの移民であるドイツ系アメリカ人及びイタリ
　　ア系アメリカ人には，キャンプに収容するという日系米人と同じ処置
　　を取らないで，そのままアメリカ市民として認めたから。
　。日系米人のキャンプ収容及び財産没収にあたって，目こぼしをしても
　　らう贈収賄行為があり，不公平が生じたから。
　。同胞（日本人）と戦うのはいやだから。
　。自己の信条又は宗教的信条で，武器は取らない。
　以上のような条件をふまえて，作者はIchiroをノー・ノー・ボーイに
仕立て上げている。もちろん，Ichiroの場合，日本に限りなく誇りを持ち
Ichiroが母国日本に銃を取るようなことがあれば自殺するという母の存在
がある。作品の他の箇所で，「やはり母の影響も大きかった」とIchiroが
述べているところもあるが，自己の立場としては母の影響は自分なりに処
理したと否定して，徴兵拒否の理由を次のように述べている。
　Idid　not　go　because　I　was　weak　and　could　not　do　what　I　should　have
done．　It　was　not　my　mother，　whom　I　have　never　really　known．　It　was
me，　myself．　It　is　done　and　there　can　be　no　excuse．
　引用の中の“weak”は「戦争を恐れた」ことでなく「自分の判断が未
熟」だったことをいうのだろう。‘‘what　I　should　have　done”は表面的
には「兵役に応ずること」だろうが，そこでIchiroの頭をよぎるのは，
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参戦することに何んの疑いも感じないで，当然のこととして応じた他の二
世達のことである。Ichiroのアメリカに対する感謝の気持はつきない。
母親のもつ狭量な独断が日本であるならば，アメリカはなんと心広く自分
をそして仲間の二世達を受け入ればぐくんでくれたであろう。だからこそ
大多数の二世はアメリカを母国のように思って，何んの疑いも持たないで
参戦した。もちろん，Ichiroの彼等に対する批判はある。参戦すること
で市民権を取り返し，自分達の私有財産を確保したい実利的理由だけだけ
で参戦したものもいる。それ以上に大多数は風にそよくあしのごとく，大
勢に順応しただけではないのか。ではIchirOは何故徴兵を拒んだのか。
彼等のようにアメリカを愛していなかったのか。答えは逆であろう。彼等
と同じように，いや彼等以上にアメリカを愛していたからこそ，それだけ
アメリカに裏切られたという絶望感が強く，徴兵拒否というかたくなまで
の怒りに変ったのであろう。そのアメリカの裏切とは，第一に日系米人を
キャンプに収容したことでアメリカ人ではないとしたことであり，第二に，
それと全く矛盾することに，アメリカを愛する者にこそ果せられる徴兵を，
アメリカ人でないとしたはずの日系米人にかけてきたことである。この怒
りはIchiroのものでもあったが，当時実際に兵役を拒否した二世達の怒
りでもあったろう。Lawson　Fsao　Inadaは次のように，ノー・ノー・ボ
ーイを弁護している。
　　Though　the　position　of‘‘no－no　boy”was　a　negative　one，　an　act　of
　defiaロce，　it　was　also　a　stand，　which　is　positive　act．　And　though　it　was
　‘‘against　the　law，”it　was　also　for　a　Inatter　of　principle　and皿ot　nece．
　ssari！y　aロti－America　or　pro－Japanese．　Given　the　condition　of　the　camps，
　then，　it　might　be　said　that　joining　military　was　actually　the　pass　of　less
　resistance　and　the　way　of　compromise．
　たしかにIchiroにとっても徴兵に応ずることより，ノー・ノー・ボー
イになることの方が勇気がいったことだろうが，それではIchiroは自分
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の徴兵拒否の理由に本当に納得して，ノー・ノー・ボーイであることに誇
りを持っていたであろうか。もしそうであれば，かたくなまでに自分を責
めつづけ，何故参戦しなかったかを問いつづけるIchiroの姿はなかった
ろう。Ichiroの悔悟は次のようではなかったろうか。自分が怒って徴兵
を拒否したことは確かに自分なりの理由はある。しかしその自分なりの理
由に溺れて，何かもっと大ぎな時の流れを見落してはいなかったろうか。
かえって何んの疑いも持たつ参戦していった他の二丁目方が，直感的にも
っと深いところで，時の流れを正しくとらえていたのではないだろうか。
結局，彼等の方が，直感が正しく働らくぶんだけIchiroよりも深くアメ
リカを愛し理解していたことになるのではないか。彼等が勇者として扱わ
れ，Ichiroがノー・ノー・ボーイとして扱われるのは，この意味で当然と，
彼は取ったことであろう。
　Ichiroの親友Kenjiが死を目前にひかえた病床で，日系米人同志の狭
量さや，第二次大戦後の従軍しただけでアメリカ人になったような気がし
ている二世たちの思い上りを非難した後で，日系米人とは結婚するなとい
う。白人か黒人かイタリア系米人か中国系米人と結婚しろという。2人の
目には遠い将来，いろいろな1血が完全にとけあって一つになったアメリカ
人の存在を，従ってそこではもう人種的差別が意味をなさなくなる時代の
到来を夢見ていたのであろう。二世は，そのユニークさの故に，厳然たる
存在して扱われなければならないと主張しているジョン・オカダにとって
も，理想にすぎるようでもこの問題の完全な解決は同じ皮ふの色になるこ
としかありえない以上，これは捨て切れぬ夢ではなかったろうか。
　Ichiroの徴兵拒否は，二世への不当な扱いに抗議する手段であった。
それによって日系米人の尊厳を高め，その存在をアメリカに認めさせるこ
とにあった。ところがその結果はどうだろう。Ichiroの志しと全く逆に
日系米人のアメリカの社会における地位の向上を著じるしくさまたげるこ
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とになった。この皮肉な結果はIchiroをいやが上にもノー・ノー・ボー
イとしての自責の念に駆り立てたことであろう。
《Ichiroの悔悟とFreddie，　Emi，　Kenjiの立場》
　この作品は，Ichiroが日系二世である立場を，彼の第二次大戦の徴兵拒
否と重さね合せて，その悲劇的立場をつくり出している。作者がそのよう
な悲劇的立場を作り出したのは，Ichiroにそれだけ深刻な独白を強いるこ
とを狙いとしている。もしこの作品が，二世のよって立つべきもののない
立場からの悲痛な叫びのみに止っていたら，この作品の持つ人間の運命に
対する荘厳な重みは生まれてこなかったろう。二世であったから犯した，
あるいは二世であったから犯さざるをえなかった徴兵拒否という国家への
反逆罪は，はたして25歳のIchiroに償うことのできるものであったろう
か。これが，この作品の全編を貫くテーマになっている。実際この作品は，
いろいろな人物は登場してくるが，Ichiroが「自分は参戦しなかったこと
をこんなに悔いているのに，なぜ許されないのだろうか」，「いや他の罪と
ちがって，このような不名誉は一生ぬぐいさることのでぎるものでわな
い」，「でも，ひょっとして何か自分を正当化できる理由が見つかって，立
ち直るきっかけがっかめるかも知れない」という心の葛藤をえがいた告白
小説といっても，そう大きな間違いではないであろう。他の登場人物はき
わめて役割がはっきりしてをり，一この点ややこの作品をもの足らなく思
わないでもない一主人公のIchiroを痛めつけて，その古る傷をえぐる人
物と，盛んとかIchiroを彼の苦境から救をうとする人物とに大別できる。
Ichiroの苦痛の声から聞こう。
　　Ihave　made　a　mistake　and　I　know　it　with　all　the　anguish　in　my　sou1．
　11聡ve　suffered　for　it　and　will　suffer　still　more。　It　is　pot　lust　then　that，
　for　my　suffering　and　repentance，　I　be　given　another　chance？One　steals
and　goes　to　priso！1　and　comes　out　a　free　man　with　his　debt　pald．一・…
46
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　John　Okada　とNo－No　Boy
　I，too，　haveπ｝ade　a　mistake　and　I，　too，　have　served　time，　two　years
all　told，　and　I　have　been　granted　a　full　pardon．　Why　is　it　then　I　am
unable　to　convince　myself　that　I　am　no　different　from　any　other　Ame・
rican？
　Why　is　it　that，　in　my　freedom，　I　feel　more　imprisoned　in　the　wrong・
ness　of　myself　and　the　thing　I　did　than　when　I　was　in　prison？　Am　I
really　never　to　know　again　what　it　is　to　be　American？If　there　should
be　an　answer，　what　is　it？What　penalty　is　it　that　I　must　pay　to　justify
my　living　as　I　so　fervently　desire　to？
　当然のことながら，日本人であるIchiroの両親には，息子のこの苦し
みは解らない。母はIchiroが投獄されたことを，さすがは自分の息子だ
けあると，むしろ誇りに思う。父は，お前はまだ若いのだから一大変日本
的である一といって，Ichiroの悩みに立ち入ろうとはしない，他に，　Ichi・
roが職を求めていった先の求人主のMr．　Carrickは，アメリカ人である
日系米人をキャンプに送ったことは，アメリカ史の上で最大の汚点の一つ
だとして心からIchiroに詫びるが，余りの理解を示めされてそれに戸惑
う。作者はIchiroの悩みに答えるのに3人の登場人物を用意している。
皆二世で，FreddieとEmiとKenjiである。やはりIchiroの悩みを本
当に理解でき適切な助言があたえられる人物があるとすれば，それはIchi
roと立場を同じにする，二世でなければならなかったろう。　Frdddieは
Ichiroと同じく徴兵を拒否したノー・ノー・ボーイで，同じ罪を背負った
仲間としての立場からIchiroを助けよう．とする。　Emiは優しく女性とし
て母親としてIchiroを助けようとする。　Kenjiは参戦した二世として，
それも名誉の負傷をした二世として，その対照的な立場からIchiroを助
けようとする。
　FreddieはIchiroの立場がわかり過ぎているだけに，　Ichiroの苦悩の
問いかけを，わざと無視する。おれ達はついていなかっただけだという。
いやなことは皆忘れて楽しくやろうという。ゆきつくところは酒と女とギ
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ヤソブルである。だが，Ichiroには，実はそれらにひたって必死に自分の
汚名からのがれようとしているFreddieの気持が手にとるようによくわ
かる。この小説のラスト・シーンで，Freddieが酒を飲んで喧嘩のはてに，
相手に追われて逃げ込んだ自分の車の中から相手にひきずりだされそうに
なり，やっと相手を突きはなして車を暴走させ事故死するのは暗示的であ
る。Freddieは口では強そうなことをいいながらいつもノー・ノー・ボーイ
の汚名からのがれようとして，結局それからのがれられず，追いつめられて
破滅する。作者は“死”しかノー・ノー・ボーイの汚名を完全に返上するこ
とはできないと暗示しているかのようである。いつれにしても，Freddie
と一緒にいればIchiroはいやでも自分の罪を思いださないわけにはゆか
ず，苦悩はますことはあっても，やわらげられることはなかったろう。
　Emiは女性の直観でこのような悩みに本質的な解決がないのを，読み
とっているように思える。Ichiroに食事の支度をしてやり，体をあたえ，
戦後も軍隊から帰ってこようとしない夫（自分の兄がノー・ノー・ボーイ
であることを恥じて家に帰りたがらない）の洗いたての衣類を着せて，生
活の暖か味でIchiroをつつんで，苦悩を忘れさせようとする。女性特有
の現実的感覚で，Ichir6に彼が現実に反逆罪で死刑にもならず市民権も
剥奪されず生活していられることに目を向けさせる。ノー・ノー・ボーイ
であることで，アメリカで最高の暮らしや地位は求められなくても，人
並以上に暮らすチャンスはあるといってIchiroを下げます。この作品で
Ichiroが一度だけほんとうに楽しそうな横顔を見せるのは，母の葬儀（日
本の敗戦が妹からの手紙でどうしょうもない事実となって自殺する）の席
から抜けだして，Emiとダンスに行って踊りまくり，これが本当に生き
ていることの楽しさだと思うシーンだけである。ただEmiとの場合も，
自分の苦悩を一時的に忘れることはできても，問題は根本的に解決されな
いままに残り，時に応じて頭をもたげてくることになる。
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　Kenjiはとくに言葉で筋道を立ててIchiroを説得しようとはしない。
むしろ，つきはなした友情で，Ichiroの苦悩をじっと見つめているだけで，
なまじ同情などしない。Ichiroに自分の不名誉を隠そうとするなという。
二世たちにいいたいだけ悪口をいわせうという。たかが，参戦してきた位
で，すっかりアメリ夢人になったつもりでいるが，彼らもいつれ落着いて
みれば，結局“ジャップ”にすぎないことがわかるだろう。そうなれば彼
らもIchiroも立場じょう何んの変りもないことになり，　Ichiroのことを
とやかくいわなくなるだろう。その時まで胸をはって戦かい抜けという。
力強よい励ましにIchiroもずい分勇気ずけられたであろうが，自己の罪
に倫理的な解答を見だそうとするIchiroの心に，今一つそれですまされ
ない厳然たる問題が残ったろう。
　結局この問題の解答はIchiro自身が見つけだすよりほかに方法はない。
他からどのようなすばらしい助言が得られたとしても，Ichiro自身がそれ
を受け入れることができなけれぽ，自分の罪の救済にそれを結びつけるこ
とはでぎない。Ichiroが自分で納得できて，「そうだ」と思えた瞬間にし
か救いはない。
《lchiroの自己求済》
　Ichiroは，自分をノー・ノー・ボーイとして軽蔑し，兄の不名誉をつぐ
なうため一日でも早く軍隊に行ぎたがっている弟のTaroに心の中でこう
呼びかける。
　　Taro，　my　brother　who　is　not　my　brother，　you　are　llo　better　tha且1．
　You　are　only　more　fortunate　that　the　war　years　found　you　too　young　to
　carry　a　gun．　You　are　fortunate　like　the　thousands　of　others　who，　for
　various　reason　of　age　and　poor　health　and　money　and　influence，　did　not
　happen　to　be　called　to　serve　in　the　army，　for　their　answers　might　have
　been　the　salne　as　mine．　And　you　are　fortunate　because　the　weak瓦ess
　which　was　mine　made　the　same　weakness　in　you　the　strength　to　turn　your
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　back　on　Ma　and　Pa　and　makes　it　so　frighteningly　urgent　for　you・to　get
　into　the　uniform　to　prove　that　you　are　not　part　of　me．　I　was　born　not
　so　soon　enough　or　not　late　enough　and　for　that　I　have　been　punished・
　　It　is　not　just　but　it　is　true．
　Ichiroは鋭く，弟が異なる条件の中で，結局Ichiroと同じことをして
いるにすぎないことを指適している。Ichiroは，彼にとって理由の通らぬ
徴兵に反抗したが，今弟はIchiroが徴兵に反抗したことに反抗して進ん
で軍隊に加わろうとしている。運命の皮肉といえぽそれまでだが，人間は
結局あたえられた運命からのがれられないのではないだろうか。今は自分
の判断のあまかった事を後悔している。しかし，徴兵を受けた時点ではノ
ーと答える以外どのようにも答えられなかった。それは彼がその時全能を
傾けて得た結論であった。結果として，それが国家への反逆罪となったと
すれぽ，他人はどう批判しようと，彼は“運が悪かった”としかいいよう
がない。その嘆きが先の引例にはよくあらわれているが，この“開き直り”
が逆にIchiroの大きな救いにもなっている。
作品中Ichiroの苦悶の問いかけは鋭いが，いつも答えを見だし得ないまま
怒りに変って行く。　Ichiroは，作中で朝から晩まで畠で働くことしか知
らない一世のMaeno氏を，時には狂信的な母さえもうらやましがるが・
それは目的を持ってそれに打ち込める人間の充実した心理状態への羨望で
あろう。IchirOはいつも答の出ないまいに質問をなげかけて，もんもんと
して生きてゆかなければならない。何をしても心の晴れる日がない。ただ，
不思議にIchiroに死の影は迫ってこない。自分がかたくなまでに信じた日
本が敗れて当然のこと母は自殺する。ノー・ノー・ボーイの汚名におびえ
て逃げまわったFreddieは，とうとう逃げ切れずに車を壁にぶつけて死
ぬ。ある意味で当然の帰結である。Ichiroの苦悶が深いのにかかわらず死
の影がともなわないのは，このような問題を残して「死ぬに死ねない」か
らであろう。Ichiroは作中悲壮な勇者にまで高められて行くが，それは彼
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自身どうにもそうしかできなくておかした国家への反逆罪を，彼自身それ
を大変不名誉なこととして受け取らねばならず，自分の中から自分をとが
めなければいけない理由をどうしても探さなければならない不条理による
のであろう。とにかく自分が生きぬいてその運命への解答を見出さなけれ
ばならないことは，Ichiroの存在理由を裏ずける。これはIchiroの問題
の直接解決とはなんのつながりもないところで，自分はその問題から逃れ
ようとしてはいない一いっかは解答が見だせるかもしれない一という間接
的だが力強いIchiroへの救い（ささえ）となっている。
　それではIchiroは，問題は自分が“不運”であって，そのため不条理
な問題をかかえなければならなくなったと，それを自分の不名誉の解決に
あてて事たれりとしているであろうか。自分でそれ以外どうしょうもなか
ったことに，人々がさげすみ嘲笑うことへのIchiroの怒りは強い。その
目はまっすぐにそれに向っていく。他の二世達はあしざまにIchiroのこ
とをはやしたてるが，誰一人としてIchiroが“なぜ罪を犯したか”又は，
“なぜ罪に問われなけれぽならない”のか分かった上でとがめているもの
は誰もいない。ただノー・ノー・ボーイを軽蔑しなけれぽいけないものと
してIchiroを軽蔑しているだけだ。もし，そう軽蔑する相手が，あるが
ままにIchiroの心境や立場を理解できたとしたら，そう簡単に彼を軽蔑
できるであろうか。Ichiroに極言させれば「罪の重さは，犯した本人にし
かわからない」というであろう。他人がとやかくいうのは，罪そのものを
責めているより，責めることによって自分を正当化し味わえる優越感を求
めているだけではないのか。罪とは極言すれば自分がおかしたもの以上に，
他人が勝手につくりあげるものではあるまいか。もしそうであればこちら
も，それに恐れいることはない。このようなひらきなおりの気持をlchiro
はもったであろうし，一時的でもこのような気持にささえられたろう。
　さらには，国家への反逆ということの疑い一自分の罪は罪として一もあ
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つたろう。Ichiroが個人として行なったささやかな判断が，どうして国家
というプリズムを通すと，一生とりかえしのつかない大罪となってしまう
のだろう。IchirOは二年の刑期をつとめた。それをそれで終らせない国家
の影響力とは何か。そのように後々まで人々にIchiroを僧悪させる影響
力で，国家は人々を戦争にかり立てる。この影響力を受けると，人は何ん
の根拠がなくても，ただ敵国民だというだけで相手を憎んだり軽蔑したり
できるようになる。そのようにして作り出される，いわれもなく相手を軽
蔑でぎる偏見が，彼等二世という存在をうみ出した。そしてIchiroは二
世であったばかりに，この罪を背負わなければならなかった。とすれぽ彼
は罪人ではなく，むしろ国家の犠牲者ではなかったのか。このようにも
Ichiroは自分で，ひらきなをつたかも知れない一自分に都合のいい語呂会
わせをしていると知りながら。
　Ichiroが，この問題で救われる時があるとすれば，それは自分の苦悩の
中で何かそれによって開きなおれる一連の論理が成り立った瞬間だけであ
ろう。次の瞬間それは音をたててくずれていくとしても，救いを求めて
Ichiroは，あらたにその一瞬の論理を求めつづけなければならない。
《lchiroとKellliの中の日本》
　最後に，いささか蛇足になるが，二世のIchiroとKenjiに見られる日
本人的感覚を指適しておきたい。一世の登場人物は日本人として描かれて
いるから，その日本人的感覚は取り上げない。ただこの小説の魅力の一つ
は何んといっても一世の描ぎ方のうまさにある。Ichiroの母など，第二次
大戦の経験者なら誰れでも思い当る，ヒステリックに仲間の非国民性を指
適するのに熱心だった大日本愛国婦人会のおれきれきを彷彿とさせる。そ
の他アメリカに来ても，ちっとも日本にいる時の習慣をかえようとしない
一世達の振るまいも，アメリカという土地がらとのコントラストで，全く
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ユーモラスに書かれていて思わず苦笑をさそわれる。作者も一世に非常に
興味を示し，彼等がこの世から消えてしまう前に，その新天地での喜こび
苦しみを小説の形で書き残そうとした（前記）。もし，この小説が日の目
をみていたら，どんな傑作になったかと惜しまれる。ここで始めにふれた，
＝世の登場人物に．投影された日本人的な感覚を示す行為を上げてみるが，
日本的という基準はあくまで筆者の主観である。
。lchiroの父（英語がでぎない）が，　Ichiroにシャトルの家を知らせる為
　に，あまり日本語のできないIchiroにわざと大きなかな文字だけの手
　紙を書ぎ送って，Ichiroが子供扱いにされたとひどくプライドを傷つけ
　られる点。（プラクティカルなアメリカ人なら，あたりまえのこととして
　おこらないだろう）。
。Kenjiは第二次大戦で足を負傷し，その足が悪化するたび切りとられて
　いき死を持つのみである。彼がlchiroに，ノー・ノー・ボーイのIchiro
　の立場と彼の立場と取りかえるかと問うた時，喜こんで取りかえるとす
　るIchiroの生より名誉を重んじる点。
。Carrick氏に，日系米人をキャンプに収容したことの非を詫びられ，良
　い仕事を提供されて，かえって自分の罪の意識にさいなまれ，自分はそ
　れに価いしない人間として仕事をことわる点。また，ことわるのに手紙
　を書くよりも，だまって立ち去る方が自分の真意が相手により良く了解
　してもらえると形に表わすより暗黙の了解を重んずる点。
・Kenjiが死の床で，人間どうしの殺し合いは沢山だと嘆いた後，この世
　に生でいれば生ぎがいをみだそうとして何かやり，結局あやまちをくり
　返すだけだ。なまじ人生に意味を認め何かしょうとするよりは“無”が
　ずっといいとする無情感。
　このような点が，そういわせるのかどうかよく分からないが，この作品
を読んだアメリカ人は口をそろえて，この作品の中にある人間の心の葛藤
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の深さに打れながらも，どこかアメリカ人の書いた小説とは違うという。
ジョン・オカダは，この作品でくしくもアメリカ化してやまない二世達を
描いたが，アメリカ入にやっぱりどこかちがうといわせるほどには，彼も
彼の描いた二世達も日本的なのだろう。
　最後に，この小論をまとめるにあたって，ジョン・オカダに関するあら
ゆる資料を惜しみなく借しあたえて下さり，筆者の質問に懇切に答えて下
さった『ノー・ノー・ボーイ』の作者ジョン・オカダの弟であり，高名な
画家でもあるオレゴン大学美術学科教授フランク・ナカダ氏に厚く御礼を
申し上げたい。
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